
令和6年度 第2回スポーツ科学研究会（奈良女子大学）

日本の運動会について考える

【登壇者】

• 霜村光寿氏（川崎市市民ミュージアム）

「戦前の地域スポーツと運動会

──青年団における競技会を中心に」

• 石坂友司（奈良女子大学）

「教育と社会問題としての運動会

──歴史的変化と現在」

・私の経験した運動会（フロアとのディスカッション）

【司会】 藪耕太郎氏（立命館大学）・長見真氏（帝京科学大学）

• 日時： 令和7年3月29日（土） 14時～16時

• 場所： 奈良カレッジズ・交流テラス

※開錠は13時45分とします。

時間を合わせてお越しください。

• 参加される方は右下のQRコードから事前申し込
みをお願いします。

交流テラス・アクセス参加申し込み

日本の伝統的学校行事であり、多くの人が経験してきた運
動会。戦前からの長い歴史があり、社会状況とともに変化を
遂げてきた。今回の研究会では戦前/戦後/現代の変化を
振り返りながら、教育／社会／地域問題としても表れる運動
会の様態について考える。

問い合わせ先：奈良女子大学スポーツ健康科学コース 石坂（yishizaka@cc.nara-wu.ac.jp）


